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て
仮
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捨
て
仮
名
の
機
能

―
一
二
世
紀
前
半
の
例
に
基
づ
く
検
討

―

一　

は
じ
め
に

　

国
立
国
語
研
究
所
「
通
時
コ
ー
パ
ス
の
設
計
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
古
典
テ
キ
ス
ト
に
対
し
て
形
態
素
解
析
を
施
す
研
究
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、『
今
昔
物
語
集
』
の
形
態
論
情
報（
1
）付
き
コ
ー
パ
ス
の
構
築
に
向
け
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
今
昔
物
語

集
』
一
～
四
（
小
学
館
、
以
下
「
新
編
全
集
」
と
す
る
）
に
基
づ
く
テ
キ
ス
ト
整
形
が
行
わ
れ
た
。

　
『
今
昔
物
語
集
』
に
は
「
汝
チ
」「
此
カ
ク
」
の
よ
う
な
、
漢
字
の
読
み
の
一
部
（
も
し
く
は
全
体
）
を
仮
名
で
送
る
表
記
が
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
仮
名
は
「
捨
て
仮
名
」
と
呼
ば
れ
る
。
形
態
素
解
析
に
あ
た
り
、
漢
字
の
一
部
（
も
し
く
は
全
体
）
の
読
み
を
仮
名
で
送
る
捨

て
仮
名
は
形
態
素
の
重
複
と
な
り
、
解
析
精
度
低
下
の
原
因
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
捨
て
仮
名
部
分
を
形
態
素
解
析
対
象
か
ら
除
外
し
、

捨
て
仮
名
と
し
て
除
外
さ
れ
た
文
字
を
Ｘ
Ｍ
Ｌ
タ
グ
に
記
録
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。『
法
華
百
座
聞
書
抄
』
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
形
態
論

情
報
付
き
コ
ー
パ
ス
の
構
築
に
向
け
、『
校
註
法
華
百
座
聞
書
抄
』
に
基
づ
く
電
子
化
作
業
及
び
テ
キ
ス
ト
整
形
が
行
わ
れ
た
。『
今
昔
物
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〇

語
集
』
に
お
け
る
捨
て
仮
名
の
テ
キ
ス
ト
整
形
に
あ
た
っ
て
は
新
編
全
集
の
頭
注
を
参
考
に
し
た
が
、
実
際
に
形
態
素
解
析
結
果
の
人
手

修
正
を
は
じ
め
た
と
こ
ろ
、
頭
注
に
指
摘
は
な
い
が
似
た
よ
う
な
表
記
（
例
「
薬
リ
」）
が
散
見
さ
れ
た
。

　

本
稿
で
は
、
形
態
素
解
析
を
前
提
と
し
た
コ
ー
パ
ス
に
お
け
る
捨
て
仮
名
処
理
の
方
法
を
紹
介
す
る
。
そ
し
て
一
二
世
紀
前
半
の
片
仮

名
漢
字
交
じ
り
文
資
料
で
あ
る
『
今
昔
物
語
集
』『
法
華
百
座
聞
書
抄
』
の
コ
ー
パ
ス
構
築
過
程
で
得
ら
れ
た
捨
て
仮
名
の
実
態
を
報
告
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
機
能
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

二　

問
題
の
所
在

二
・
一　

捨
て
仮
名
の
処
理

　

和
漢
混
淆
文
に
対
し
て
形
態
素
解
析
を
施
す
に
あ
た
り
、
漢
文
の
要
素
が
交
じ
っ
て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
問
題
が
あ
る
。
そ
の
一
つ

が
形
態
素
の
重
複
で
あ
り
、
形
態
素
の
重
複
が
あ
る
と
文
字
と
形
態
素
と
の
対
応
を
上
か
ら
順
に
取
れ
な
い
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
捨
て

仮
名
は
こ
の
形
態
素
の
重
複
に
当
た
る
。『
今
昔
物
語
集
』
コ
ー
パ
ス
の
形
態
論
情
報
付
き
コ
ー
パ
ス
の
構
築
に
向
け
、
形
態
素
の
重
複
を

解
消
す
べ
く
、
前
も
っ
て
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
テ
キ
ス
ト
整
形
を
行
っ
た（
2
）。

　
『
今
昔
物
語
集
』
の
捨
て
仮
名
に
は
、「
汝
チ
」
の
「
チ
」
の
よ
う
に
最
後
の
一
字
が
捨
て
仮
名
と
な
る
も
の
の
ほ
か
、「
候
フ
ウ
」
の
よ

う
に
「
さ
ぶ
ら
う
」
の
「
ぶ
」
の
部
分
を
表
記
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
テ
キ
ス
ト
整
形
の
際
、
頭
注
の
記
述
を
参
考

に
捨
て
仮
名
を
洗
い
出
し
、
Ｘ
Ｍ
Ｌ
タ
グ
付
け
に
よ
り
、
捨
て
仮
名
部
分
を
形
態
素
解
析
対
象
か
ら
除
外
し
た（
3
）。
Ｘ
Ｍ
Ｌ
タ
グ
に
は
、

捨
て
仮
名
と
し
て
除
外
さ
れ
た
文
字
列
で
あ
る
こ
と
の
ほ
か
、
元
の
表
記
を
記
録
し
た
。
処
理
対
象
と
な
っ
た
捨
て
仮
名
は
、
新
編
全
集

『
今
昔
物
語
集
』（
本
朝
部
）
全
体
で
一
三
一
二
箇
所
、
表
記
に
し
て
二
四
〇
種
類
超
で
あ
っ
た
。
以
下
に
捨
て
仮
名
の
処
理
例
を
示
す
。

汝
チ　

→　

汝	

此
カ
ク　

→　

此	
候
フ
ウ　

→　

候
ウ

努
々
メ　

→　

努
々	

今
夜
ヒ　

→　

今
夜　
　
　
　
　
　
（
太
文
字
：
捨
て
仮
名
）
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こ
の
よ
う
に
『
今
昔
物
語
集
』
コ
ー
パ
ス
構
築
の
前
処
理
と
し
て
の
テ
キ
ス
ト
整
形
に
お
い
て
は
、
頭
注
の
記
述
を
参
考
に
捨
て
仮
名

か
ど
う
か
の
認
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
コ
ー
パ
ス
構
築
に
あ
た
り
、「
捨
て
仮
名
」
で
あ
る
か
ど
う
か
参
考
に
で
き
る
情
報

が
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
う
な
る
と
、
情
報
が
な
い
が
テ
キ
ス
ト
整
形
は
行
い
た
い
と
な
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
表
記
を
捨
て
仮
名

と
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
ま
ず
問
題
と
な
る
。

二
・
二　

捨
て
仮
名
と
は

　
「
捨
て
仮
名
」
は
、『
日
本
語
学
研
究
事
典
』
や
『
日
本
語
大
事
典
』
に
立
項
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
送
り
仮
名
」
の
項
目
中
に
現
れ
る
。『
日

本
語
大
事
典
』
に
は
「
捨
て
仮
名
、
副
仮
名
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
範
囲
は
か
な
ら
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
」
と
あ
る
。
ま
た
『
日

本
国
語
大
辞
典
（Japan K

now
ledge

）』
に
は

（
1
）�

漢
文
を
訓
読
す
る
時
、
漢
字
の
意
味
を
日
本
語
に
い
い
替
え
る
た
め
に
、
助
詞
、
助
動
詞
、
活
用
語
尾
の
類
を
漢
字
の
下

に
小
さ
く
添
え
て
書
く
か
な
の
こ
と
。
送
り
が
な
。

（
2
）�

促
音
・
拗
音
な
ど
を
表
わ
す
の
に
用
い
る
小
さ
な
字
。「
つ
」「
や
」「
ゆ
」「
よ
」「
イ
」「
オ
」
の
類
。

（
3
）�

他
の
読
み
方
を
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
漢
字
の
読
み
の
最
後
の
一
字
を
か
た
か
な
で
、
そ
の
漢
字
の
下
に
小
さ
く
添
え
た

も
の
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
の
場
合
の
読
み
方
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
。「
様
ン
（
さ
ん
）」「
二
人
リ
（
ふ
た
り
）」
の
類
。

と
あ
る
。
捨
て
仮
名
は
送
り
仮
名
の
一
種
で
あ
る
と
と
も
に
、
狭
義
で
は
「
他
の
読
み
方
を
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
漢
字
の
読
み
を
は
っ

き
り
さ
せ
る
」
た
め
に
「
小
さ
く
添
え
た
」
仮
名
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
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二
・
三　

先
行
研
究

　
『
今
昔
物
語
集
』
の
捨
て
仮
名
に
つ
い
て
は
、
山
田
ほ
か
（
一
九
五
九
～
一
九
六
三
）
の
解
説
に
例
示
が
あ
る
。
解
説
の
中
で
『
今
昔
物

語
集
』
の
捨
て
仮
名
に
つ
い
て
、「
活
用
語
に
お
い
て
は
不
変
化
部
分
に
つ
い
て
ま
で
か
な
を
送
り
、
体
言
・
副
詞
に
関
し
て
は
そ
の
語
末

の
か
な
を
特
に
多
く
送
る
と
い
う
傾
向
」
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
れ
を
「
活
用
語
尾
を
示
す
送
り
が
な
と
区
別
す
る
意
味
で
、
特
に

捨
て
が
な
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
」
と
し
て
い
る（
4
）。
捨
て
仮
名
は
「
不
統
一
極
ま
る
も
の
」
で
あ
り
、
捨
て
仮
名
の
類
で
「
最
も
極
端
な

も
の
が
、
い
わ
ゆ
る
全
訓
捨
て
仮
名
と
か
り
に
よ
ぶ
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
」「
こ
れ
ら
の
表
記
法
は
、
恐
ら
く
編
者
も
し
く
は
書
記
者
の

備
忘
の
為
に
附
せ
ら
れ
た
も
の
か
と
思
う
が
、
特
別
難
読
の
語
に
限
っ
て
つ
い
た
と
い
う
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
」
と
す
る
。
ま
た
、
捨
て

仮
名
は
東
大
寺
諷
誦
文
稿
や
打
聞
集
や
草
案
集
に
も
見
ら
れ
、「
漢
文
訓
読
に
お
け
る
大
小
の
傍
訓
を
、
か
な
交
り
に
書
き
下
す
に
際
し
て

本
文
の
中
に
随
時
繰
り
入
れ
れ
ば
自
然
に
か
く
の
如
き
現
象
が
起
る
」「
流
布
本
の
表
記
法
が
宣
命
が
き
か
ら
遠
ざ
か
る
に
つ
れ
て
、
こ
れ

ら
の
捨
て
が
な
も
ま
た
、
次
第
に
消
滅
の
一
途
を
た
ど
る
」
と
す
る
。

　

宣
命
書
き
と
捨
て
仮
名
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
酒
井
（
一
九
六
七
）、
酒
井
（
一
九
六
八
）
に
も
指
摘
が
あ
る
。「
漢
字
の
音
訓
の
一
部

ま
た
は
全
部
を
活
用
語
の
よ
う
に
か
な

0

0

で
小
書
す
る
い
わ
ゆ
る
す
て
が
な

0

0

0

0

は
、
本
集
を
は
じ
め
と
し
て
、「
打
聞
集
」
や
「
草
案
集
」・「
金

澤
文
庫
本
仏
教
説
話
集
」・「
天
海
蔵
本
諸
事
表
白
」
等
に
普
通
な
用
字
法
で
あ
る
が
、
一
般
に
流
布
本
で
は
、
こ
れ
を
脱
す
る
傾
向
が
濃

厚
で
あ
る
。」（
5
）と
し
、
流
布
本
で
捨
て
仮
名
が
少
な
く
な
る
こ
と
に
つ
い
て
「
今
昔
物
語
集
に
お
い
て
、
宣
命
書
き
で
無
く
な
る
流
布
本

に
は
、
捨
て
が
な
が
激
減
す
る
」「
捨
て
が
な
は
、
片
仮
名
宣
命
体
の
特
徴
的
表
記
な
の
で
あ
り
ま
す
。」（
6
）と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
酒

井
（
一
九
六
八
）
は
、
訓
点
資
料
に
見
ら
れ
る
捨
て
仮
名
を
例
示
し
た
上
で
、「
聞
き
書
き
類
に
お
い
て
は
師
の
訓
み
を
忠
実
に
伝
え
る
た

め
に
、
筆
録
類
に
お
い
て
は
読
み
手
に
誤
読
さ
れ
ま
い
と
し
て
、
こ
う
し
た
捨
て
が
な
表
記
は
一
層
の
盛
行
を
み
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の

で
し
ょ
う
」
と
し
て
お
り
、
表
記
と
の
関
わ
り
の
ほ
か
に
、
積
極
的
に
捨
て
仮
名
表
記
が
さ
れ
る
資
料
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

二
・
四　

調
査
対
象

　

調
査
対
象
は
、
コ
ー
パ
ス
構
築
の
対
象
と
な
っ
た
以
下
の
二
資
料
で
あ
る
。
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一
つ
は
『
今
昔
物
語
集
』
で
あ
る
。『
今
昔
物
語
集
』
は
一
一
二
〇
年
頃
成
立
し
た
と
さ
れ
る
、
説
話
集
で
あ
る
。
三
一
巻
か
ら
成
り
、

物
語
の
場
に
よ
っ
て
巻
一
か
ら
五
の
天
竺
部
、
巻
六
か
ら
一
〇
の
震
旦
部
、
巻
一
一
か
ら
三
一
の
本
朝
部
の
三
部
に
分
か
れ
る
。
新
編
全

集
『
今
昔
物
語
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
本
朝
部
で
あ
る
。
表
記
は
、
自
立
語
は
漢
字
、
活
用
語
尾
は
付
属
語
は
片
仮
名
で
小
さ
く

書
く
、
片
仮
名
宣
命
書
き
と
呼
ば
れ
る
形
式
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、『
今
昔
物
語
集
』
現
存
最
古
の
写
本
で
あ
り
捨
て
仮
名
が

多
く
見
ら
れ
る
鈴
鹿
本
を
底
本
と
し
た
巻
の
中
か
ら
、
巻
一
二
を
調
査
対
象
と
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
『
法
華
百
座
聞
書
抄
』
で
あ
る
。『
法
華
百
座
聞
書
抄
』
は
天
仁
三
年
（
一
一
一
〇
年
）
二
月
二
八
日
か
ら
三
〇
〇
日
間
に

わ
た
っ
て
講
じ
ら
れ
た
法
華
経
・
阿
弥
陀
経
・
般
若
心
経
の
説
教
の
聞
き
書
き
で
あ
る
。
計
三
五
の
説
話
を
含
む
二
〇
日
分
の
説
教
が
筆

録
さ
れ
て
い
る
。
表
記
は
片
仮
名
を
主
体
と
し
た
片
仮
名
漢
字
交
じ
り
形
式
で
あ
る
。
二
〇
日
分
の
説
教
全
て
を
調
査
対
象
と
し
た
。

　

こ
の
二
つ
の
資
料
は
同
時
代
の
片
仮
名
漢
字
交
じ
り
文
資
料
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
と
も
に
漢
字
の
読
み
の
一
部
（
も
し
く
は
全

体
）
を
仮
名
で
送
る
表
記
、
い
わ
ゆ
る
捨
て
仮
名
が
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。『
今
昔
物
語
集
』
が
片
仮
名
宣
命
体
に
よ
る
資
料
で
あ
る
の

に
対
し
て
、『
法
華
百
座
聞
書
抄
』
は
聞
き
書
き
類
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

三　
『
今
昔
物
語
集
』
巻
一
二
の
捨
て
仮
名

三
・
一　

調
査
の
概
要

　

仮
に
、「
他
の
読
み
方
を
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
漢
字
の
読
み
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
に
小
さ
く
添
え
た
仮
名
」
が
捨
て
仮
名
で
あ
る

と
す
る
な
ら
ば
、
捨
て
仮
名
が
あ
る
場
合
と
な
い
場
合
、
複
数
の
表
記
を
も
っ
て
、「
読
み
」
な
い
し
「
語
」
の
書
き
分
け
を
行
っ
て
い
る

は
ず
で
あ
る
。

　
『
今
昔
物
語
集
』
巻
一
二
に
つ
い
て
、
形
態
素
解
析
結
果
（
人
手
修
正
済
み
）
を
用
い
、
①
頭
注
で
指
摘
さ
れ
た
捨
て
仮
名
の
語
の
表
記

の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
②
頭
注
で
指
摘
さ
れ
た
捨
て
仮
名
の
語
に
対
し
て
、
捨
て
仮
名
が
な
い
表
記
で
ど
の
よ
う
な
語
が
表
さ
れ
て
い
る

の
か
、
③
頭
注
で
指
摘
さ
れ
た
以
外
に
仮
名
が
添
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
で
書
き
分
け
さ
れ
る
語
が
あ
る
の
か
の
三
点
を
調
査
し
、
影
印
本



一
五
四

を
用
い
て
鈴
鹿
本
で
の
表
記
を
確
認
し
た
。
な
お
、「
小
さ
く
添
え
た
仮
名
」
の
読
み
が
活
用
語
尾
を
表
す
場
合
は
、
い
わ
ゆ
る
「
送
り
仮

名
」
に
該
当
す
る
と
考
え
、
活
用
語
は
今
回
の
調
査
の
対
象
外
と
し
た
。

三
・
二　

頭
注
で
指
摘
さ
れ
た
捨
て
仮
名
の
語
の
表
記
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　

図
表
1
に
巻
一
二
中
の
頭
注
で
指
摘
さ
れ
た
捨
て
仮
名
の
語
の
表
記
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
「
汝
チ
」「
成
ナ
ル
」
の
捨
て
仮
名
例
を
示
し

た（
7
）。「
成
ナ
ル
」
の
よ
う
な
全
訓
捨
て
仮
名
に
つ
い
て
は
、「
全
訓
」
列
に
○
を
付
し
た
。
ま
た
、「
汝
」（「
汝
チ
」
の
「
チ
」
が
な
い

表
記
）
の
よ
う
な
捨
て
仮
名
の
な
い
表
記
に
つ
い
て
は
、「
漢
字
の
み
」
列
に
そ
の
用
例
数
を
示
し
た
。
巻
一
二
に
お
い
て
は
、
頭
注
に
て

三
三
種
類
の
捨
て
仮
名
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
延
べ
六
五
箇
所
に
タ
グ
付
け
処
理
を
行
っ
た
。

　

こ
の
中
で
、「
云
イ
」「
成
ナ
ル
」
は
全
訓
捨
て
仮
名
で
あ
り
、
活
用
語
に
捨
て
仮
名
を
付
す
こ
と
に
よ
り
読
み
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
目

的
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
捨
て
仮
名
が
添
え
ら
れ
た
表
記
が
比
較
的
多
く
出
現
し
て
い
る
「
ナ
ン
ジ
」「
ム
カ
シ
」「
マ
タ
」
の
よ
う
な
語
は
、
漢

字
の
読
み
が
複
数
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
な
く
て
も
他
の
読
み
方
を
さ
れ
る
お
そ
れ
は
な
い
語
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、『
今
昔
物
語
集
』
の
捨
て
仮
名
は
、
必
ず
し
も
、「
漢
字
の
読
み
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
」
も
の
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
こ
と

が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
捨
て
仮
名
が
添
え
ら
れ
た
表
記
と
漢
字
の
み
の
表
記
の
出
現
頻
度
を
そ
れ
ぞ
れ
の
語
で
比
較
し
て
み
る
と
、「
智サ
ト

リ
」
の
よ
う
に

捨
て
仮
名
が
添
え
ら
れ
た
表
記
と
添
え
ら
れ
て
い
な
い
表
記
と
で
同
頻
度
の
も
の
も
あ
る
が
、「
形
チ
」「
験
シ
」
等
の
よ
う
に
、
ほ
と
ん

ど
の
捨
て
仮
名
表
記
が
頻
度
一
の
捨
て
仮
名
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
臨
時
的
に
付
さ
れ
た
こ
と
が
多
い
様
子
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、『
今
昔
物
語
集
』
の
捨
て
仮
名
は
、
決
し
て
体
系
的
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。「
タ
マ
タ
マ
」「
ヒ
ジ
リ
」
の

よ
う
な
漢
字
の
み
の
表
記
が
出
現
し
て
い
な
い
語
に
関
し
て
は
、「
適
マ
」「
聖
リ
」
と
い
っ
た
表
記
が
当
時
の
慣
習
的
な
表
記
で
あ
っ
た

可
能
性
が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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捨
て
仮
名
の
機
能
（
冨
士
池
）

図表 1　�頭注で指摘された捨て仮名の語の表記バリエーシ
ョンと捨て仮名例

読み 種類 全訓 品詞 捨て
仮名

漢字
のみ 総計

1 ナンジ 汝ヂ 代名詞 20 24 44
2 ムカシ 昔シ 普通名詞 5 49 54
3 マタ 亦タ 副詞 4 93 97
4 サトリ 智リ 普通名詞 3 3 6
5 ヨル 夜ル 普通名詞 2 4 6
6 タテマツル 奉ツ 動詞 2 130 132
7 タビ 度ビ 普通名詞/助数詞 2 7 9
8 ヒトエニ 偏ヘ 副詞 2 13 15
9 カタチ 形チ 普通名詞 1 12 13
10 シルシ 験シ 普通名詞 1 13 14
11 モノ 者ノ 普通名詞 1 31 32
12 ノチ 後チ 普通名詞 1 104 105
13 ヒル 昼ル 普通名詞 1 4 5
14 タメ 為メ 普通名詞 1 53 54
15 アイダ 間ダ 普通名詞 1 120 121
16 ソモソモ 抑モ 普通名詞 1 1 2
17 ヒト 人ト 普通名詞 1 233 234
18 タマタマ 適マ 副詞 1 0 1
19 ユメ 夢メ 普通名詞 1 41 42
20 キミ・ギミ 君ミ 接尾辞 1 6 7
21 シルシ 注シ 普通名詞 1 0 1
22 トモ・ドモ 共モ 普通名詞 1 7 8
23 ヒジリ 聖リ 普通名詞 1 0 1
24 カズ 員ズ 普通名詞 1 6 7
25 ココロ 心ロ 普通名詞 1 81 82
26 アラズ 非ラ 動詞=助動詞 1 37 38
27 ツユ 露ユ 副詞 1 8 9
28 ヨワイ 齢ヒ 普通名詞 1 2 3
29 イウ 云イ ○ 動詞 1 416 417
30 ナガイ 永ガ 形容詞 1 15 16
31 イワオ 巌ヲ 普通名詞 1 2 3
32 ナル 成ナル ○ 動詞 1 51 52
33 ホラ 宝ウ螺 普通名詞 1 0 1
総計 65 2838 2903
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三
・
三　

捨
て
仮
名
表
記
の
語
と
捨
て
仮
名
が
な
い
表
記
の
語

　

表
2
に
巻
一
二
中
の
捨
て
仮
名
表
記
の
語
と
捨
て
仮
名
が
な
い
表
記
の
語
を
示
し
た
。「
仮
名
な
し
表
記
」
に
つ
い
て
は
、『
今
昔
物
語

集
』
全
体
に
範
囲
を
広
げ
て
、
捨
て
仮
名
が
な
い
表
記
で
ど
の
よ
う
な
語
が
表
さ
れ
て
い
る
の
か
調
査
し
た
。
こ
の
調
査
の
結
果
、
捨
て

仮
名
に
よ
っ
て
語
の
書
き
分
け
が
な
さ
れ
、
捨
て
仮
名
が
漢
字
の
読
み
を
特
定
さ
せ
る
機
能
を
持
つ
語
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
以

下
、
複
数
の
読
み
を
持
つ
漢
字
の
中
か
ら
「
夜
」「
後
」
の
例
を
見
て
い
く
。

ａ
．
夜

　

こ
こ
で
は
、「
ヤ
」「
ヨ
」「
ヨ
ル
」
と
複
数
の
読
み
が
あ
る
「
夜
」
に
つ
い
て
、
見
て
い
く
。

（
1
）
自
ラ
一
ノ
樹
ノ
下
ニ
留
テ
一
夜
ヲ
過
シ
ツ
。�

（
巻
第
十
七
「
依
地
蔵
示
従
鎮
西
移
愛
宕
護
僧
語
第
十
四
」）

（
2
）
物
語
ナ
ド
シ
テ
夜
モ
漸
ク
深
更
レ
バ
入
ヌ
。�

（
巻
第
十
七
「
比
叡
山
僧
依
虚
空
蔵
助
得
智
語
第
三
十
三
」）

（
3
）
夜
ル
薪
ヲ
拾
テ
、
火
ヲ
打
テ
木
ヲ
焼
ク
間
、
夜
深
更
テ
、
…�

（
巻
第
十
七
「
籠
鞍
馬
寺
遁
羅
刹
鬼
難
僧
語
第
四
十
三
」）

（
4
）
天
皇
夜
ル
清
涼
殿
ノ
夜
ル
ノ
大
臣
ニ
御
マ
シ
ケ
ル
ニ
、
…�

（
巻
第
二
十
九
「
九
条
堀
河
住
女
殺
夫
哭
語
第
十
四
」）

　

新
編
全
集
の
ル
ビ
に
よ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
読
み
は
（
1
）「
一
夜
」
が
「
ヤ
」、（
2
）「
夜
モ
」（
3
）「
夜
深
更
」
が
「
ヨ
」
と
な
っ
て

い
る
。（
3
）（
4
）
の
「
夜
」
は
、「
夜
ル
」
と
仮
名
が
添
え
ら
れ
た
捨
て
仮
名
の
例
で
、「
ヨ
ル
」
と
読
む
こ
と
が
わ
か
る
。（
3
）
の
例

は
「
夜
ル
」「
夜
」
と
書
き
分
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
語
を
明
確
に
す
る
働
き
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、（
3
）「
夜
ル
薪
」
や
（
4
）

「
夜
ル
清
涼
殿
」
の
よ
う
な
例
は
、「
夜
」
に
続
く
語
が
漢
字
で
記
さ
れ
て
お
り
、「
ル
」
が
な
い
場
合
、
語
と
語
の
切
れ
目
が
や
や
不
明
瞭

に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
捨
て
仮
名
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
読
み
を
特
定
す
る
と
と
も
に
、
語
の
境
界
を
明
確
に
し
て
い
る
可
能
性

も
考
え
ら
れ
る
。
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七

捨
て
仮
名
の
機
能
（
冨
士
池
） 表

2
　
捨
て
仮
名
表
記
の
語
と
捨
て
仮
名
が
な
い
表
記
の
語

読
み

仮
名
あ
り

仮
名
な
し
表
記

用
例

巻
12全

体
用
例

（
読
み
）

数
用
例

（
読
み
）

数
用
例

（
読
み
）

数
用
例

（
読
み
）

数
用
例

（
読
み
）
数

用
例

（
読
み
）
数

用
例

（
読
み
）
数

1
ナ
ン
ジ

汝
ヂ

20
261

2
ム
カ
シ

昔
シ

5
33

3
マ
タ

亦
タ

4
5

4
サトリ

智
リ

3
45

智（
シ
ル
）

1
5
ヨ
ル

夜
ル

2
56

夜（
ヨ
）

314
夜（
ヤ
）内
2例
接
尾
辞
20

6
タ
テ
マ
ツ
ル
奉
ツ

2
19
奉（
ウ
ケタ
マ
ワ
ル
）
11

7
タビ

度
ビ

2
6

度（
ド
）

78
8
ヒト
エ
ニ

偏
ヘ

2
5

9
カ
タ
チ

形
チ

1
119

10
シ
ル
シ

験
シ

1
26

験（
ゲ
ン
）

10
験（
ゲ
ン
ズ
ル
）

6
11
モ
ノ

者
ノ

1
22

者（
シ
ャ・ジ

ャ
）
115

者（
ハ
）係
助
詞

3
12
ノ
チ

後
チ

1
16

後（
ウ
シ
ロ
）

80
後（
シ
リ
エ
：
後
方
）
38

後（
シ
リ
）

7
後（
アト
）

3
後（
ゴ
）
2
後（
オ
クレ
ル
）
2
後（
カ：
彼
）
1

13
ヒ
ル

昼
ル

1
16

14
タ
メ

為
メ

1
13

為（
ス
ル
）

839
為（
ナ
ス
）

9
為（
ヰ
）お
経
の
一
部
4
為（
イル
）誤
写
か
1

15
ア
イダ

間
ダ

1
12

間（
マ
）

36
間（
ケ
ン・ゲ

ン
）
30

間（
ヒ
マ
）

1
間（
ヒ
ラ
ク
）

1
16
ソ
モ
ソ
モ

抑
モ

1
12

抑（
オ
サ
エ
ル
）

6
17
ヒト

人ト
1

9
人（
ニ
ン
）

247
人（
タリ
）

84
18
タ
マ
タ
マ

適
マ

1
9
適（
カ
ナ
ウ
）人
名

1
19
ユ
メ

夢
メ

1
9

20
キ
ミ・ギ

ミ
君
ミ

1
7
君
|達（
キン
|ダ
チ
）
41

21
シ
ル
シ

注
シ

1
6

注（
シ
ル
ス
）

4
22
ト
モ
・ド
モ
共
モ

1
5

23
ヒ
ジ
リ

聖
リ

1
4

聖（
ショウ

）
1

24
カ
ズ

員
ズ

1
3

25
コ
コ
ロ

心
ロ

1
3
心（
シ
ン・ジ

ン
）
20

26
ア
ラ
ズ

非
ラ

1
3

非（
トガ
）

1
27
ツ
ユ

露
ユ

1
2

28
ヨ
ワ
イ

齢
ヒ

1
2

29
イウ

云
イ

1
1

30
ナ
ガ
イ

永
ガ

1
1

31
イワ
オ

巌
ヲ

1
1

巌（
イワ
）

4
32
ナ
ル

成
ナ
ル

1
1

成（
ナ
ス
）

63
33
ホ
ラ

宝
ウ
螺

1
1

宝（
タ
カ
ラ
）

8
総
計

65
733
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ｂ
．
後

　

次
に
「
ア
ト
」「
ウ
シ
ロ
」「
ノ
チ
」
と
複
数
の
読
み
が
あ
る
「
後
」
に
つ
い
て
、
見
て
い
く
。

（
5
）
牛
、
童
ニ
違
テ
堂
ノ
後
ノ
方
ニ
下
リ
来
レ
リ
。�

（
巻
第
二
十
四
「
関
寺
駈
牛
化
迦
葉
仏
語
第
二
十
四
」）

（
6
）
盗
人
ノ
出
ヌ
ル
後
ニ
、
門
ニ
走
リ
出
デ
ヽ
、
音
ヲ
挙
テ
、
…�

（
巻
第
二
十
九
「
明
法
博
士
善
澄
被
殺
強
盗
語
第
二
十
」）

（
7
）
其
ノ
後
チ
本
国
ニ
返
テ
此
ノ
事
ヲ
語
ル
。�

（
巻
第
十
七
「
備
中
国
僧
阿
清
依
地
蔵
助
得
活
語
第
十
八
」）

（
8
）
此
レ
ヨ
リ
後
チ
仏
法
ニ
随
テ
、
逆
罪
ヲ
造
ル
事
無
カ
レ
。�

（
巻
第
十
二
「
越
後
国
神
融
聖
人
縛
雷
起
塔
語
第
一
」）

　

新
編
全
集
の
ル
ビ
に
よ
る
と
（
5
）「
後
ノ
」
は
「
ウ
シ
ロ
」、（
6
）
の
「
後
ニ
」
は
「
ア
ト
」
と
読
む
。（
7
）（
8
）
は
「
後
チ
」
と

仮
名
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
捨
て
仮
名
に
よ
っ
て
「
ノ
チ
」
と
読
む
こ
と
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
。
捨
て
仮
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
漢
字
の
読
み
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、（
7
）（
8
）
は
「
後
」
に
続
く
語
が
漢
字
で
記
さ

れ
て
お
り
、「
夜
」
の
（
3
）（
4
）
と
同
様
に
、
語
の
境
界
を
明
確
に
し
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
夜
ル
」「
後
チ
」
の
用
例
は
、
漢
字
の
読
み
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
捨
て
仮
名
の
有
無
と
後
続
の
文
字
種
に
は
関
連

が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
他
巻
に
調
査
範
囲
を
拡
大
し
、
同
様
の
例
が
ど
の
程
度
あ
る
の

か
、
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、（
3
）
で
「
夜
深
更
テ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
漢
字
に
続
く
場
合
で
あ
れ
ば
必
ず
捨
て
仮
名
が

添
え
ら
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い（
8
）。
こ
こ
か
ら
『
今
昔
物
語
集
』
で
は
臨
時
的
に
捨
て
仮
名
を
付
す
こ
と
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
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捨
て
仮
名
の
機
能
（
冨
士
池
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三
・
四　

頭
注
で
指
摘
さ
れ
た
以
外
の
漢
字
の
み
表
記
と
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
双
方
が
あ
る
語

　

表
3
に
頭
注
で
指
摘
さ
れ
た
以
外
の
漢
字
の
み
表
記
と
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
双
方
が
あ
る
語
を
示
し
た
。
普
通
名
詞
に
は
「
営
／
営
ミ
」

の
よ
う
な
動
詞
連
用
形
転
成
名
詞
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
活
用
語
尾
を
明
記
し
た
も
の
と
同
様
と
考
え
ら
れ
、
一
種
の
送
り
仮
名

と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。
送
り
仮
名
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
除
く
と
、「
哀
／
哀
レ
」「
明
カ
／
明
ラ
カ
」「
愚
／
愚
カ
」「
専
／
専
ラ
」「
薬

／
薬
リ（
9
）」
等
が
あ
る
。
漢
字
表
記
と
漢
字
に
仮
名
が
添
え
ら
れ
た
表
記
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
漢
字
の
読
み
が
複
数
あ
る
語
と
は
言
え

表 3　�頭注で指摘された以外の漢字のみ表記と漢字
仮名交じりの双方がある語

（
10
）

語彙素読み 語彙素 書字形 品詞 頻度
1 アワレ 哀レ 哀 普通名詞/形状詞可能 5

哀レ 5
2 イトナミ 営ミ 営 普通名詞 3

営ミ 1

3 オモイ 思イ
思

普通名詞
2

思ヒ 2
念ヒ 1

4 チカイ 誓イ 誓 普通名詞 4
誓ヒ 3

5 クルシミ 苦シミ 苦 普通名詞 2
苦ビ 2

6 サトリ 悟リ 智 普通名詞 6
悟リ 3

7 チギリ 契リ 契 普通名詞 4
契リ 2

8 ナガレ 流レ 流 普通名詞 1
流レ 1

9 ネガイ 願イ 願 普通名詞 10
願ヒ 1

10 ハジメ 初メ 初
普通名詞

3
初メ 6

始メ 始メ 2
11 メグリ 巡リ 迊 普通名詞 4

廻リ 1
12 クスリ 薬 薬 普通名詞 2

薬リ 1
13 ケムリ 煙 煙 普通名詞 2

煙リ 1
14 ヒカリ 光 光 普通名詞 5

光リ 3
15 アキラカ 明ラカ 明カ 形状詞 1

明ラカ 4
16 オオキ 大キ 大 形状詞 17

大キ 14
17 オロカ 愚カ 愚 形状詞 5

愚カ 1
18 タイラカ 平ラカ 平カ 形状詞 1

平ラカ 2
19 イカデ 如何デ 何 副詞 1

何デ 3
20 イカニ 如何ニ 何 副詞 6

何ニ 9
21 シカ 然 然 副詞 1

然カ 2
22 シバラク 暫ク 暫 副詞 2

暫ク 10
23 スコシ 少シ 少 副詞 5

少シ 8
24 モシ 若シ 若 副詞 3

若シ 15
25 モッパラ 専ラ 専 副詞 9

専ラ 2
総計 103 106



一
六
〇

ず
、「
漢
字
の
読
み
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
」
と
い
う
点
か
ら
考
え
る
と
、
捨
て
仮
名
と
は
言
い
が
た
く
、
頭
注
で
捨
て
仮
名
と
指
摘
さ
れ
な

か
っ
た
一
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
形
態
素
解
析
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
例
え
ば
「
明
カ
」「
専
」
等
は
形
態
素
の
一
部
の
不
足
、「
薬
リ
」
は
形
態

素
の
重
複
と
捉
え
ら
れ
、
形
態
素
解
析
辞
書
を
対
応
さ
せ
る
必
要
が
あ
る（
11
）表
記
で
あ
っ
た
。

三
・
五　
『
今
昔
物
語
集
』
巻
一
二
に
お
け
る
捨
て
仮
名
の
機
能

　

三
・
二
節
か
ら
三
・
四
節
ま
で
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
一
二
を
対
象
と
し
て
、
捨
て
仮
名
の
実
態
を
報
告
し
た
。
そ
の
中
で
、『
今
昔
物

語
集
』
巻
一
二
か
ら
見
ら
れ
る
捨
て
仮
名
の
機
能
に
関
し
て
、
以
下
の
四
点
を
指
摘
し
た
。

①『
今
昔
物
語
集
』
の
捨
て
仮
名
は
必
ず
し
も
「
漢
字
の
読
み
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
」
も
の
で
は
な
い
。
臨
時
的
に
付
さ
れ
た
も
の
、
当

時
の
慣
習
的
な
表
記
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
多
く
存
在
す
る
。

②
全
訓
捨
て
仮
名
は
活
用
語
に
見
ら
れ
、「
漢
字
の
読
み
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
」
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

③
同
文
脈
に
同
じ
漢
字
を
用
い
て
捨
て
仮
名
の
有
無
で
語
を
書
き
分
け
て
い
る
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
読
み
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
」
目

的
で
捨
て
仮
名
が
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。

④
複
数
の
読
み
を
持
つ
漢
字
と
漢
字
が
続
く
場
合
に
捨
て
仮
名
が
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
は
語
の
境
界
を
明
確
に
す
る
目
的
が

あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
『
今
昔
物
語
集
』
巻
一
二
の
捨
て
仮
名
を
見
る
と
、
①
で
示
し
た
よ
う
に
、
多
く
は
、
読
み
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
と
い
う
読
み
弁
別
機
能

は
見
出
さ
れ
ず
、
慣
習
的
な
表
記
と
見
た
方
が
い
い
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
②
や
③
で
示
し
た
よ
う
な
「
漢
字
の
読
み
を
は
っ
き
り
さ

せ
る
」
機
能
を
持
つ
も
の
も
存
在
す
る
。
④
で
示
し
た
よ
う
な
、
後
続
の
文
字
種
に
よ
っ
て
捨
て
仮
名
が
付
さ
れ
る
例
か
ら
、
捨
て
仮
名

は
読
み
弁
別
機
能
だ
け
で
は
な
く
、
語
の
境
界
を
表
す
機
能
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。
な
お
、
新
編
全
集
の
頭
注
で
捨
て

仮
名
と
の
指
摘
が
な
か
っ
た
表
記
は
、
送
り
仮
名
に
相
当
す
る
も
の
か
、「
読
み
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
」
機
能
が
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

も
あ
わ
せ
て
確
認
さ
れ
た
。



一
六
一

捨
て
仮
名
の
機
能
（
冨
士
池
）

四　
『
法
華
百
座
聞
書
抄
』
の
捨
て
仮
名

四
・
一　

調
査
の
概
要

　
『
法
華
百
座
聞
書
抄
』
に
も
「
佛
ケ
」「
前
キ
」
と
い
っ
た
捨
て
仮
名
な
い
し
捨
て
仮
名
の
よ
う
な
表
記
が
散
見
さ
れ
る
。
形
態
素
解
析

に
お
い
て
は
、
形
態
素
末
尾
の
重
複
に
当
た
る
た
め
、
前
処
理
を
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
捨
て
仮
名
で
あ
る
こ
と
を
示
す
情
報
が
な

い
。
そ
こ
で
、
総
索
引
の
情
報
を
参
考
に
捨
て
仮
名
ら
し
き
表
記
を
作
業
者
が
独
自
に
認
定
し
、
タ
グ
付
け
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
捨

て
仮
名
ら
し
き
表
記
を
持
つ
語
五
六
種
類
が
捨
て
仮
名
タ
グ
付
け
の
対
象
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
形
態
素
解
析
結
果
の
人
手
修
正
を
行
っ

た
。
人
手
修
正
結
果
に
つ
い
て
、
漢
字
と
仮
名
を
用
い
て
表
記
さ
れ
て
い
る
形
態
素
を
対
象
に
捨
て
仮
名
ら
し
き
表
記
を
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
該
当
す
る
語
は
六
二
種
類
と
な
っ
た
。

四
・
二　
『
法
華
百
座
聞
書
抄
』
の
捨
て
仮
名

　

表
4
に
『
法
華
百
座
聞
書
抄
』
中
の
捨
て
仮
名
な
い
し
捨
て
仮
名
の
よ
う
な
表
記
を
持
つ
語
を
示
す
。
こ
の
う
ち
、『
今
昔
物
語
集
』
で

捨
て
仮
名
の
タ
グ
付
け
対
象
と
な
っ
た
表
記
は
、
表
4
の
「
今
昔
あ
り
」
に
「
○
」
と
し
た
も
の
で
、
一
八
種
類
あ
っ
た
。

　

新
編
全
集
『
今
昔
物
語
集
』
は
五
八
万
語
超（
12
）で
あ
る
の
に
対
し
て
『
法
華
百
座
聞
書
抄
』
は
約
二
万
語
（
と
も
に
延
べ
語
数
）
で
あ

り
、
資
料
規
模
は
三
〇
分
の
一
程
度
と
格
段
に
小
さ
い
。
一
般
的
に
は
、
資
料
規
模
が
大
き
い
も
の
に
つ
い
て
先
行
し
て
作
業
す
る
と
、

後
か
ら
作
業
す
る
小
規
模
の
資
料
に
つ
い
て
は
新
た
に
多
く
の
作
業
が
発
生
し
な
い
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
新
編
全
集
『
今
昔
物
語
集
』

の
捨
て
仮
名
二
四
〇
種
類
超
の
う
ち
『
法
華
百
座
聞
書
抄
』
に
共
通
す
る
の
は
一
八
種
類
で
あ
り
、『
法
華
百
座
聞
書
抄
』
六
二
種
類
の
捨

て
仮
名
の
約
三
一
％
に
過
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
三
分
の
二
超
は
『
法
華
百
座
聞
書
抄
』
の
み
に
現
れ
た
捨
て
仮
名
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
か
ら
、
資
料
独
自
の
表
記
が
あ
る
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
『
法
華
百
座
聞
書
抄
』
に
は
全
訓
捨
て
仮
名
が
比
較
的
多
く
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
捨
て
仮
名
で
表
記
さ
れ
た
語
が
、
他
の
箇
所
で
は
片
仮



一
六
二

読み 全訓 種類 数 今昔
あり

1 ムカシ 昔シ 6 ○
2 イノチ 命チ 6
3トキ 時キ 5 ○
4 ナンジ 汝チ 4 ○
5トシゴロ 年シコロ／年シ來ロ 4
6 タビ 度ヒ 4 ○
7 ミル ○ 見ミ 3
8 ホトケ 佛ケ 3 ○
9 ノチ 後チ 3 ○
10 モロモロ 諸ロ 3
11 アイダ 間ダ 3 ○
12 ニョシキ ○ 女職シキ 2
13トク ○ 説ト 2
14 ロウ ○ 樓ロウ 1
15 ラク ○ 樂ラク 1
16 カンバツ ○ 旱魃ハツ 1
17 チュウトウ ○ 偸チウ盜タウ 1
18 ラン ○ 亂ラン 1
19 ヨウモウ ○ 楊ヤウマウ 1
20 ワレ ○ 我ワレ 1
21 リヤク 利益ク 1
22 ヨルヒル 夜ルヒル 1
23 ヨル 夜ル 1 ○
24 ヨ ○ 世ヨ 1
25 ヨシ 由シ 1
26 ヨウゴ 擁護コ 1
27 ミ|ナ ○ 御ミ|名 1
28 ミチシルベ 道チシルベ 1
29 ミチ 道チ 1
30 サキ 前キ 1 ○
31 フチュウ ○ 不注チウ 1

読み 全訓 種類 数 今昔
あり

32 ハヤシ 林シ 1
33 ナニゴト ○ 何ナニコト 1
34トモ ○ 共トモ 1
35 ノリ ○ 説ノリ 1
36トシ 年シ 1 ○
37トコロ 所ロ 1 ○
38 メ ○ 妻メ 1
39 チョク ○ 勅チヨク 1
40 フボ ○ 父フ母ホ 1
41 チチハハ 父チ母ハ 1
42 タマウ ○ 給タマ 1
43 タグイ 類クヒ 1 ○
44 ハベル ○ 侍ハムヘリ 1 ○
45 コト ○ 殊コト 1
46 コ ○ 子コ 1
47 シシ ○ 完シヽ 1
48 スガタ ○ 躰スカタ 1
49 カミ 髪ミ 1
50 カゼ 風ゼ 1
51 カズ 數ス 1
52 オトコ ○ 男ヲトコ 1 ○
53 ナンガン ○ 男ナム官クワン 1
54 オケ ○ 桶ヲケ 1
55 イマ 今マ 1 ○
56 ヒト|タビ 一ト|度ビ 1
57 ワレ 我レ 7
58 タトエ 喩ヒ 2
59 イヨイヨ 彌ヨ 1
60 ウエ 上ヘ 1 ○
61 オノオノ 各ノ 1 ○
62 カタチ 形チ 1 ○
総計 104

表 4　『法華百座聞書抄』中の捨て仮名



一
六
三

捨
て
仮
名
の
機
能
（
冨
士
池
）

名
の
み
で
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
読
み
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
と
い
う
目
的
か
ら
す
る
と
、
片
仮
名
表
記
が
最
も
明
確
で
あ
り
、
次

い
で
全
訓
捨
て
仮
名
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
全
訓
捨
て
仮
名
が
付
さ
れ
た
語
に
は
漢
語
が
多
い
。
ま
た
、「
利
益
ク
」「
擁
護
コ
」
と
い
っ

た
漢
語
の
読
み
の
末
尾
を
表
す
仮
名
も
見
ら
れ
た
。
漢
語
の
捨
て
仮
名
に
関
し
て
は
、
読
み
が
複
数
あ
る
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
示

す
と
い
う
よ
り
、
そ
の
漢
語
自
体
の
読
み
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
、
読
み
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
機
能
を
持
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る（
13
）。

そ
の
ほ
か
、「
父
フ
母
モ
」（
ブ
モ
）
と
「
父
チ
母
ハ
」（
チ
チ
ハ
ハ
）、「
説
ト
」（
動
詞
：
説
く
）
と
「
説
ノ
リ
」（
名
詞
）
の
よ
う
な
表
記

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
漢
字
で
表
記
さ
れ
る
語
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
捨
て
仮
名
を
付
す
こ
と
に
よ
っ
て
語
の
書
き
分
け
を
し
て
い
る
様

子
が
確
認
さ
れ
た
。

五　

一
二
世
紀
前
半
の
片
仮
名
漢
字
交
じ
り
文
資
料
に
お
け
る
捨
て
仮
名
の
機
能

　
『
法
華
百
座
聞
書
抄
』
と
『
今
昔
物
語
集
』
は
ほ
ぼ
同
時
代
の
資
料
で
あ
る
が
、
捨
て
仮
名
の
使
用
実
態
を
み
る
か
ぎ
り
、
大
き
な
違
い

が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
『
今
昔
物
語
集
』
巻
一
二
で
は
、
捨
て
仮
名
に
漢
字
の
読
み
を
明
示
す
る
機
能
が
あ
る
と
は
必
ず
し
も
言
え
ず
、
全
訓
捨
て
仮
名
や
同
じ

文
脈
に
読
み
の
紛
ら
わ
し
い
箇
所
が
あ
る
場
合
な
ど
、
漢
字
の
読
み
を
明
示
す
る
捨
て
仮
名
は
限
ら
れ
た
条
件
で
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
れ
に
対
し
て
、『
法
華
百
座
聞
書
抄
』
の
捨
て
仮
名
に
は
、
当
時
の
慣
習
的
な
表
記
の
ほ
か
に
、
語
の
弁
別
機
能
を
持
つ
も
の
が
明

ら
か
に
存
在
し
て
い
た
。
ま
た
、
現
代
の
振
り
仮
名
に
相
当
す
る
、
漢
語
の
読
み
を
示
す
捨
て
仮
名
が
見
ら
れ
た
。

　

酒
井
（
一
九
六
八
）
で
は
、
捨
て
仮
名
は
片
仮
名
宣
命
体
に
特
徴
的
な
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
一
方
で
、
聞
き
書
き
類
や
筆
録
類
に

お
い
て
は
読
み
を
忠
実
に
再
現
で
き
る
よ
う
に
捨
て
仮
名
が
付
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
今
回
の
調
査
結
果
で
も
、

『
法
華
百
座
聞
書
抄
』
に
お
け
る
捨
て
仮
名
使
用
の
実
態
か
ら
は
、
表
記
と
の
関
わ
り
の
ほ
か
に
、
読
み
を
明
示
す
る
こ
と
が
捨
て
仮
名
を

付
す
動
機
と
な
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
わ
れ
た
。『
法
華
百
座
聞
書
抄
』
は
口
頭
詞
章
の
唱
導
に
類
す
る
も
の
と
さ
れ
、
漢
字
の
読
み
の

明
示
を
期
す
る
資
料
で
あ
る
と
言
え
る
。『
今
昔
物
語
集
』
巻
一
二
と
の
捨
て
仮
名
使
用
の
実
態
の
違
い
は
、
資
料
性
の
違
い
を
反
映
し
た



一
六
四

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。六　

お
わ
り
に

　

コ
ー
パ
ス
構
築
の
中
で
、
一
つ
ひ
と
つ
の
表
記
を
確
認
す
る
作
業
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
例
と
い
う
形
で
示
さ
れ

て
き
た
捨
て
仮
名
が
、
ど
の
箇
所
に
ど
の
よ
う
な
表
記
で
存
在
す
る
の
か
、
一
作
品
通
し
て
何
箇
所
存
在
す
る
の
か
と
い
っ
た
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
じ
形
式
で
複
数
の
資
料
の
情
報
が
整
備
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
く
見
え
て
く
る
も
の
が
あ

る
だ
ろ
う
。
今
回
の
調
査
で
見
て
き
た
『
今
昔
物
語
集
』
と
『
法
華
百
座
聞
書
抄
』
の
捨
て
仮
名
表
記
に
ど
の
程
度
の
重
な
り
が
あ
る
の

か
と
い
っ
た
問
題
は
、
悉
皆
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

捨
て
仮
名
（
な
い
し
捨
て
仮
名
的
な
表
記
）
は
漢
字
使
用
が
一
般
化
し
て
き
た
院
政
期
か
ら
鎌
倉
期
に
か
け
て
多
く
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
使
用
は
そ
の
後
長
く
続
く
。
捨
て
仮
名
の
問
題
は
、
近
代
語
ま
で
含
め
た
歴
史
的
な
資
料
を
扱
う
コ

ー
パ
ス
の
問
題
と
言
え
る
。
こ
こ
で
、
形
態
論
情
報
付
き
コ
ー
パ
ス
の
構
築
に
あ
た
り
、
捨
て
仮
名
を
ど
の
よ
う
に
処
理
し
て
い
く
と
よ

い
か
と
い
う
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。

　

形
態
素
解
析
と
い
う
点
か
ら
捨
て
仮
名
を
考
え
た
と
き
、「
漢
字
の
読
み
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
」
と
い
う
機
能
は
あ
ま
り
関
係
な
く
、
形

態
素
の
一
部
の
過
不
足
が
問
題
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
前
処
理
で
可
能
な
限
り
問
題
を
取
り
除
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
の
一
方
で
、
形

態
素
解
析
の
対
象
と
な
る
テ
キ
ス
ト
中
に
、
形
態
素
の
過
不
足
が
あ
る
語
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
表
記
な
の
か
、
事

前
に
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
例
え
ば
『
今
昔
物
語
集
』
で
得
ら
れ
た
捨
て
仮
名
リ
ス
ト
が
あ
っ
て
も
、『
今
昔
物
語
集
』（
本
朝
部
）

の
三
〇
分
の
一
程
度
の
規
模
で
あ
る
『
法
華
百
座
聞
書
抄
』
の
捨
て
仮
名
は
三
分
の
一
弱
し
か
カ
バ
ー
さ
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
こ
れ
は
、
捨
て
仮
名
の
あ
り
よ
う
は
資
料
に
よ
っ
て
異
な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
前
処
理
の
み
で
網
羅
的
に
処
理
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
形
態
素
の
重
複
を
解
決
す
る
と
い
う
目
的
を
考
え
る
と
、
捨
て
仮
名
に
関
す
る
テ
キ
ス
ト
整
形
の
タ
イ

ミ
ン
グ
は
前
処
理
と
な
る
が
、
こ
れ
を
効
率
的
に
行
う
た
め
に
は
、
形
態
素
の
重
複
と
な
っ
た
表
記
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
新
し
い
資
料
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捨
て
仮
名
の
機
能
（
冨
士
池
）

を
処
理
す
る
た
び
に
そ
の
リ
ス
ト
を
拡
充
し
て
い
く
と
い
っ
た
方
策
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
形
態
素
解
析
結
果
の
人
手
修
正
を
通
し
、

読
み
を
確
定
さ
せ
て
い
く
中
で
、
前
処
理
で
形
態
素
重
複
を
解
決
し
た
結
果
に
過
不
足
は
な
い
か
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

注

（
1
）	

こ
こ
で
の
「
形
態
論
情
報
」
と
は
、
見
出
し
語
、
読
み
、
品
詞
、
活
用
型
、
活
用
形
、
語
種
等
の
情
報
を
指
す
。

（
2
）	

『
今
昔
物
語
集
』
全
体
に
つ
い
て
の
テ
キ
ス
ト
整
形
に
つ
い
て
は
、
冨
士
池
ほ
か
（
二
〇
一
三
）
に
示
し
た
。

（
3
）	

頭
注
の
記
述
は
一
様
で
は
な
い
た
め
、
捨
て
仮
名
に
関
す
る
頭
注
を
洗
い
出
し
、
誤
写
の
可
能
性
が
あ
る
も
の
、
衍
字
か
捨
て
仮
名
か
が
明
確
で

な
い
も
の
等
に
つ
い
て
は
、
テ
キ
ス
ト
処
理
対
象
か
ら
除
外
し
た
。

（
4
）	

山
田
ほ
か
（
一
九
五
九
）
二
〇
ペ
ー
ジ
。

（
5
）	

酒
井
（
一
九
六
七
）
六
〇
ペ
ー
ジ
。

（
6
）	

酒
井
（
一
九
六
八
）
三
九
ペ
ー
ジ
。

（
7
）	

読
み
・
種
類
欄
は
必
要
に
応
じ
て
濁
音
表
記
と
し
た
。

（
8
）	

こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、「
夜
深
更
」
と
い
う
定
型
的
な
表
現
で
あ
り
読
み
は
あ
る
程
度
明
確
で
あ
る
た
め
、「
夜
ヨ
」
と
い
っ
た
全
訓
捨
て
仮
名

が
必
要
な
と
こ
ろ
で
な
か
っ
た
と
も
解
釈
で
き
る
。

（
9
）	

「
ク
ス
リ
」
に
対
し
て
「
ク
ス
ル
」
と
い
う
動
詞
も
あ
る
が
、『
日
本
国
語
大
辞
典
（Japan K

now
ledge

）』
の
用
例
は
和
訓
栞
で
あ
り
、『
今
昔

物
語
集
』
の
頃
に
名
詞
か
ら
の
転
成
動
詞
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
。

（
10
）	

構
築
中
の
コ
ー
パ
ス
は
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
を
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
に
変
換
し
て
お
り
、U

niD
ic

中
の
語
彙
素
・
書
字
形
も
漢
字
平
仮
名
交

じ
り
表
記
と
な
っ
て
い
る
。
形
状
詞
は
形
容
動
詞
語
幹
に
当
た
る
品
詞
。

（
11
）	

実
際
に
は
「
薬
リ
」
は
『
今
昔
物
語
集
』
の
形
態
素
解
析
結
果
人
手
修
正
時
に
辞
書
に
追
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、「
明
カ
」「
専
」
は
先
行
し

て
進
め
ら
れ
て
い
た
近
代
語
コ
ー
パ
ス
整
備
時
に
辞
書
に
追
加
さ
れ
て
い
た
。

（
12
）	

語
数
は
短
単
位
数
。

（
13
）	

読
み
の
冒
頭
な
い
し
末
尾
の
み
を
仮
名
で
付
し
た
も
の
は
機
能
と
し
て
は
振
り
仮
名
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
『
法
華
百
座
聞
書
抄
総
索

引
』
に
お
い
て
、
例
え
ば
「
り
や
く
す
（
利
益
す
）」
項
に
「
利
益
ク
セ
シ
メ
給
ヘ
」「
利
益
シ
タ
マ
ヒ
ケ
レ
」
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
振
り
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仮
名
（
ル
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と
し
て
は
処
理
し
な
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こ
と
と
し
た
。
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瀬
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稿
は
、
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五
回
コ
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パ
ス
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本
語
学
ワ
ー
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シ
ョ
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プ
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発
表
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た
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た
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記
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感
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申
し
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げ
ま
す
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ま
た
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国
立
国
語
研
究
所
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同
研
究
プ
ロ
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ェ
ク
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「
通

時
コ
ー
パ
ス
の
設
計
」、
及
び
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
Ｂ
「
和
漢
の
両
系
統
を
統
合
す
る
平
安
・
鎌
倉
時
代
語
コ
ー
パ
ス
構
築
の
た
め
の

語
彙
論
的
研
究
」（
課
題
番
号
２
４
３
２
０
０
８
６
）
の
成
果
の
一
部
で
す
。




